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これまでに、いくつかの節足動物の分類群の卵巣構造と卵形成様式には系統関係を反映した回有の特徴のあ

ることカf指摘されている (Makioka，1988)0ところが、倍胸縞{ヤスデ類〉の卵巣iこ関する従来の観察は少数

の娘られた分類群で行われてきたにすぎない。そこで、われわれは倍脚類全体の卵巣構造の多様性と基本的特

徴およびその進化について推察するため、倍脚綱の全2亜網14日のヤスデ類の卵巣構造の比較観察に着手、原

始的と考えられている触顎亜縞(ブサヤスデ類)の成体卵巣の構造 (Yahataand Makioka， 1994)と卵巣の後

粧発生 (Yahataand Makioka， 1995b)を明らかにし、これらにもとづいて卵彩成様式を推定した。フサヤスデ

類の卵巣では、卵原細胞は卵巣腹側中央の一塊の形成細胞巣germariumに含まれており、卵母細胞は卵巣の左

右に対をなす卵形成域vitellarialareaと呼ばれる領域の卵巣上皮にj慮胞上皮の一部ゼつながり成長し卵黄形成を

行う (Yahataand Makioka， 1991， 1994， 1995b)。

一方、より進んだ辱顎更綱lこ属するヤスデ類には、紋顎類のような形成細胞巣は無く、卵原細胞は卵巣の友

右に対をなすgermzoneと呼ばれる領域の卵巣上皮中に局在しており、卵母細胞はそのgermzoneの卵巣上皮

にi慮胞上皮の一部でつながり卵黄形成を行うことが以前から報告されているが、軍手顎類に関する従来の観察{郊
の多くは最も進んだgであると考えられているオピヤスデ自ととメヤスデ、El2Elだけに授られており、号事顎要員

全体に共通する特放を明らかにするためには、他の多くの唇顎類の卵巣構造の比較研究が必要で、ある。そこで五

本研究では、唇顎類の中でも最も原始的と考えられているタマヤスデ自の卵巣を初めて観察し、成体の卵巣構

造と卵形成様式を明らかにした。

材料として用いたヤマトタマヤスデHyleoglomerisjaponica は茨城県水戸市の落葉層から採集した。成体雌を

50%エチルアルコールを用いて麻酔し、側板と背板の筒を切開して背板と消化管を取り除き、卵巣を露出させ

た後、ブアン液にて国定しパラフイン逮続切Jtを作成し、卵巣構造を観察した。

ヤマトタマヤスデの卵巣は単一の袋状の器官であり、一層の薄い卵巣上皮に包まれた広い卵巣腔を持ってお

り、卵巣の横断商はほぼ円形を皇していた。全ての成体卵巣iこは卵JJi(縮胞と様々な成長段階の卵母綿胞が何時

に観察された。卵巣の全長にわたる左右側面の卵巣上皮に卵磨、綴胞を含み卵母細胞がつながって成長する幅広

い領域germzoneがあった。卵原細胞は、来分化な体細胞およびごく若い卵母細胞とともに、左右の各germ

zoneの最も背側と最も腹倒Uのごく狭い二つの領域のそれぞ、れに並ぶ8-12個の塊をなして局在していた。 他の

より大きな卵f手紙胞は、それぞ、れごく薄い議飽上皮に包まれ卵巣経内にあるが、自身のi慮胞上皮のー誌によっ

てgermzoneの卵巣上皮につながり、その状態で成長し卵黄形成を行うことが明らかになった。これらの卵母

細胞は背側と腹1RUの卵原細胞を含むこつの領域を起点、としてgermzoneの正中部に向かつてその成長段階の)眠

に方向性を持って並んでおり、卵原細胞を含む領域の近傍に若い卵母細胞が位置し、査をも成長した卵母総胞は

背援の接持涼織砲を合主f領域から最も離れた部域である、それぞれのgermzoneの正中部に位置していた。産卵

後の成体』援の卵巣のgermzone の正中部には卵巣上皮につながったまま~になった浦、胞上皮が残っていた。

本研究の綴察絡采のなかで、卵巣が単一の袋:伏の器官である点と、卵長手続砲が?湾総上皮の一部で卵巣上皮に

つながり成長する，立は、借脚類全体に共通した特徴である。また、卵原細胞が一塊の形成細胞巣を形成せず、
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卵巣の左右に対を成すgermzone ゃに局在する点、J)st李総胞がそのgermzoneの卵巣上皮につながり成長する
点はより進んだ唇顎類モ知られているものと共通した特徴であり、より原始的な倍脚類である触顎類の卵巣構

造とは明らかに異なっている O 唇顎類の中で最も原始的なタマヤスデ類に他の唇顎類と共通する卵巣構造の命

つであるgermzoneが線認されたことにより、この卵巣機造の特徴が唇顎類に共通の基本的特徴で、あることが

強く示された。また、紋顎類型の卵巣と唇顎類型の卵巣では、触顎類型卵巣の方がより原始的で、あると考えら

れているが (Yahataand Makioka， 1994)、本研究で啓顎類中最も原始的なタマヤスデ類の卵巣構造が他の唇顎

殺と共通することが確認されたことにより、この唇顎類型卵巣の基本的な特徴は唇顎類の共通の祖先で獲得さ

れたものと推定された。

一方、卵朕細胞が左右のgermzone中の背側と腹側の 2領域に局在し、卵母細胞がこれら 2領域を起点とし

てgermzoneの正中領域に向かつて方向性を持って順に…殺ぶ卵巣構造は、本研究によってはじめて明らかとなっ

たタマヤスデ卵巣の特徴的構造である。 Kubra主iewicz(1987)は最も進んだ容号室類とされるオピヤスデ吾に潟

するヤケヤスデOxidusgracilisの卵巣を観察し、成長中の卵母細胞がその発遼の順に方向性を持って卵巣内に

並ぶという特徴的構造を報告したが、われわれはこれまでに、この特徴がヤケヤスデだけでなくオビヤスデ類

全体に広く共還する特徴であることを予鋳約に明らかにした (Yahata詔 dMakioka事 1995a)。ヤマトタマヤス

デの卵巣は卵母細胞がその成長段階の順に並ぶ点でオビヤスデ類の卵巣と類似している。しかし、オピヤスデ

類の卵巣では各germzoneの背側の 1領域だけに卵原細胞が局在し、卵母細胞はこの l領域を起点として成長

段階のj療に並ぶのに対して、ヤマトタマヤスデでは各germzoneの背渡2鐙域に際原級胞が局在し、それら 2

領域を起点として卵母細胞が成長の順に並ぶ点で、 1苛者の卵巣構造は異なっている。また、倍脚類の系統上、

タマヤスデ類とオピヤスデ類の位畿は唇顎類ヤスデ類の間では最も遠いとされているが、卵巣構造のこのよう

な類似点と秘違点が雨鮮の系統上の位置とどのような関係を示すかは、 i可群の跨にf立霊堂する他の多くの唇顎類

の卵巣構造の特徴の比較から明らかにされるであろう o
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